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大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

知
っ
て
い
ま
す
か
A
E
D

　

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
た
人
の
い
の
ち
を
救
う
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。

消
防
局
救
急
課
L
2
2
2
‐
0
1
6
0

　

駅
や
学
校
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
A
E
D
。
自
動
体
外
式
除
細

動
器
と
言
わ
れ
る
こ
の
装
置
は
、
心
室
細
動（
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た
状
態
）に
よ
り
、
全

身
に
血
液
を
送
り
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
動

き
を
正
常
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。
た
だ
し
、
A
E
D
に
よ
る
効
果
を
高
め
る
に

は
、
ま
ず
、
迅
速
な
1
1
9
番
通
報
と
心
肺
蘇そ

生せ
い

法（
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
）を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
心
肺
蘇
生
法
を
覚
え
、
普
段
よ
く
行
く

と
こ
ろ
に
A
E
D
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

A
E
D
の
使
用
事
例
1

　

40
代
男
性
が
、
小
学
校
で
行
わ
れ
た
運
動

会
に
参
加
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
意
識
を
失
っ

て
倒
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
教
員
が
A
E
D
を

用
意
し
、
保
護
者
と
協
力
し
て
救
命
手
当
を

行
い
ま
し
た
。
男
性
は
、
二
回
の
電
気
シ
ョ

ッ
ク
の
後
に
心
拍
を
再
開
。
到
着
し
た
救
急

車
で
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
、
一
命
を
取
り

留
め
ま
し
た
。

A
E
D
の
使
用
事
例
2

　

67
歳
の
男
性
が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ

ー
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
と
事
務
室
に
通
報

が
あ
り
ま
し
た
。職
員
が
A
E
D
を
用
意
し
、

応
急
手
当
を
行
っ
た
後
、
男
性
は
到
着
し
た

救
急
隊
に
よ
る
救
命
手
当
を
受
け
、
医
療
機

関
へ
搬
送
さ
れ
、一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。

　

意
識
を
失
っ
た
人
が
い
た
場
合
、
心
臓
が

動
い
て
い
る
か
、
呼
吸
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
の
が
優
先
で
す
。
心
臓
、
呼
吸
が
止
ま
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
周
り
に
い
る
人
と
協
力

し
、
1
1
9
番
通
報
と
心
肺
蘇
生
を
行
い
、

で
き
る
だ
け
早
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準
備
し
ま
す
。

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
は
、

約
5
～
6
分
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
に
、
現

場
に
居
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
で
い
か
に
素
早
い

対
応
が
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
救

命
率
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
に
遭

遇
し
た
と
き
は
、
勇
気
を
も
っ
て
救
命
手
当

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
勇
気
で
救
え
る
命

救命手当の手順

反応を確認

（意識がない）

ＡＥＤ到着

胸骨圧迫30回
＋

人工呼吸2回
を繰り返す

胸骨圧迫は1分間に
100回のテンポ

（1分間100回＝3秒間5回）

●電源を入れる

●電極パッドをはる
●ＡＥＤの音声案内に従う

助けを呼ぶ

（119番通報とＡＥＤ手配）

圧迫する位置

＊電気ショックの必要の有無
はＡＥＤが判断します。
＊子どもに使用するとき、小
児用の電極パッドがない場合
は、大人用を使い、パッド同
士が重ならないようにします。

⇨ ⇨

⇨

⇨

呼吸を確認

（呼吸なし）

＊救命手当の指導基準の変更などにより、手当ての手順が変わることがあります。詳しくは、救急課へお尋ねください。
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　市では、市民や観光客の皆さんの生命の安全を確保するため、平成24年
2月1日現在、178台のＡＥＤを市の公共施設に設置しています。ＡＥＤを
設置している施設には、入口など見やすい場所にＡＥＤマークを表示してい
ます。
　また、ＡＥＤを設置している公共
施設の一覧は、「川越市民のしおり
2011」167ページに掲載していま
す。最新の設置状況については、市
ホームページ＞暮らしの情報＞健
康・保健＞保健衛生＞ＡＥＤ（自動
体外式除細動器）の設置施設につい
てでお知らせしています。

救命講習の様子

公共施設にＡＥＤを設置しています

　市民の皆さんが突然のけがや急病の際に、適切な応急手当ができるよう、毎月救命講習を行っています。

救命技能の維持向上のため、再講習を希望する方も受講することができます。受講は無料です。申し込み

方法など詳しくは川越地区消防組合ホームページをご覧になるか、お尋ねください。

●突然目の前で人が倒れたら、戸惑ってしまうと思い
ます。その場に居合わせた人の少しの勇気で救える命
があるということを学びました。これからは、勇気を
もって応急手当をしたいと思います。（20歳代・女性）

●ＡＥＤは、もっと複雑なものかと思っていました。
実際に使ってみて操作が簡単にできたので、安心して
使えると思いました。いざというときのために、講習
を受けてよかったです。（10歳代・女性）

受講者の声

保健医療推進課L224－5832

救命講習のお知らせ 消防局救急課L222－0160

種　類 内　　容

普通救命講習
（3時間）

■主に成人への胸骨圧迫（心臓マッサージ）と人工呼吸、ＡＥＤ使
用法などの応急手当

上級救命講習
（8時間）

■成人・小児・乳児・新生児への胸骨圧迫と人工呼吸、ＡＥＤ使
用法、けがや急病（固定法・止血法・体位管理）の際の応急手当
■簡単な筆記・実技試験あり

市役所1階ロビーのＡＥＤ

ＡＥＤを貸し出します 　多くの市民が参加する行事などを開催するときに、
ＡＥＤを貸し出します。

対�象…次のすべてに該当する催し
　①�市民が参加し、かつ営利目的ではない
　②�会場が市内である
　③�主催者の中に医師、保健師、看護師ま
たは普通救命講習以上の受講修了者が
いる

期間…貸し出し当日から8日以内
経費…無料

申�し込み…貸し出し
を希望する日の1か
月前から1週間前ま
でに、申請書を保健
医療推進課（本庁舎
2階）に提出

＊申請書は、市ホームページからダウンロ
ードできます。

貸し出し用のＡＥＤ
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消
し
た
は
ず

　
　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度

　

平
成
23
年
の
統
計
で
は
、
市
内
で
発
生
し
た
九
十
三
件
の
火
災
の
う
ち
、
最
も
多
か

っ
た
原
因
は
、
放
火
と
放
火
の
疑
い
を
合
わ
せ
た
二
十
一
件（
約
23
％
）で
し
た
。
次
い

で
、
た
ば
こ（
十
二
件
・
約
13
％
）、
コ
ン
ロ（
十
件
・
約
11
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
節
電
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使

用
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
古
い
暖
房
器
具
や
使
い

慣
れ
な
い
暖
房
器
具
の
使
用
が

思
わ
ぬ
火
災
の
原
因
に
な
り
得

ま
す
。

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
際

は
、
使
用
す
る
機
器
の
種
類
に

関
わ
ら
ず
、
火
災
に
対
す
る
注

意
が
必
要
で
す
。

主
な
火
災
原
因

火
災
で
失
っ
た
財
産

　

日
ご
ろ
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
大
切
な
い
の
ち
や
財
産
を
火
災

か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

　

空
気
が
乾
燥
し
、
寒
さ
が
一
層
増
し
て
火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
こ
の

季
節
は
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な

財
産
を
守
る
た
め
、
改
め
て
防
火
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
中
に
川
越
市
内
で
発
生
し
た
火
災
件
数
は
九
十
三
件
。
前
年
に
比
べ
て
増

加
し
て
お
り
、
損
害
額
は
、
四
千
五
百
八
十
五
万
九
千
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
一
日
当

た
り
で
は
、
お
よ
そ
十
二
万
円
以
上
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
焼
損
面
積
は
六
百
二
十
五
㎡
。
こ
れ
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
客

席
面
積
の
お
よ
そ
7
割
の
広
さ
に
相
当
し
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
L
2
2
2
‐
0
7
4
4

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

　

夜
間
に
ご
み
捨
て
場
の
ご
み
や
放
置
さ
れ
た
新

聞
な
ど
に
火
を
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

収
集
日
や
収
集
時
間
を
守
る
、
家
の
外
に
燃
え

や
す
い
物
を
放
置
し
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ
に
く

い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
隣
近
所
と
協
力
し

て
、
見
回
り
を
す
る
の
も
有
効
で
す
。

コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
た
ら
離
れ
な
い　

「
ち
ょ
っ
と
な
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
も
、

二
十
分
ほ
ど
で
発
火
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
を
使
わ
な
い
Ｉ
Ｈ
調
理
器
で
も
、
指

定
量
よ
り
少
な
い
油
で
加
熱
し
た
り
、
底
が
変
形

し
た
鍋
を
使
う
な
ど
の
誤
使
用
が
原
因
で
発
火
し

た
例
も
あ
り
ま
す
。
も
し
離
れ
る
必
要
が
あ
る
場

合
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
の
火
は
確
実
に
消
す

　

た
ば
こ
火
災
の
特
徴
は
、
時
間
が
経
っ
た
後
で

の
発
火
。
吸
い
殻
を
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
て

し
ま
う
不
注
意
や
寝
た
ば
こ
な
ど
が
、
火
災
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
灰
皿
代
わ
り
に
使
う
こ
と
も
や
め
ま
し
ょ

う
。
く
す
ぶ
っ
て
い
た
火
が
原
因
で
火
災
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同

じ
よ
う
に
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て
設

置
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う

思
い
で
、
地
域
密
着
性
や
即
時
対
応
力
を

生
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の

職
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い

ざ
火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
消
火

活
動
や
警
戒
、
救
護
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災

害
時
に
は
、多
く
の
消
防
団
員
が
出
動
し
、

被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
全

力
を
注
ぎ
ま
す
。東
日
本
大
震
災
の
と
き
、

住
民
へ
の
津
波
警
報
の
伝
達
や
避
難
誘

導
、
火
災
の
消
火
活
動
、
倒
壊
家
屋
か
ら

の
救
出
活
動
な
ど
で
、
消
防
団
員
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
十
二
の
分
団
が
あ
り
、
現
在

三
百
十
六
人
の
団
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
勇
敢
、
献
身
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
活
動
以
外
に
も
、
住
宅
防

火
の
た
め
の
消
火
訓
練
や
火
災
予
防
の
た

め
の
広
報
活
動
、
花
火
大
会
・
川
越
ま
つ

り
と
い
っ
た
地
域
の
行
事
の
警
戒
活
動
な

ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
16
年
度
か
ら
は
女
性
消
防
団

員
も
加
わ
り
、
女
性
の
視
点
で
の
配
慮
を

生
か
し
た
防
火
や
応
急
手
当
の
普
及
・
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寸
劇
な
ど
に
よ
り
火
事
が
起
き

た
と
き
の
対
応
の
仕
方
な
ど
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上

の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
団

で
き
ま
す
。
地
域

の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
、
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た

い
、
そ
ん
な
思
い

の
あ
な
た
の
力
が

必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
消

防
局
総
務
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」　

地
域
の
守
り
手　

消
防
団

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

あ
な
た
の
家
に
は
つ
い
て
い
ま
す
か

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
小
さ
く
す
る
に
は
、
消
防
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
初
期
消
火
が
重
要
で
す
。

　

初
期
消
火
に
は
消
火
器
が
有
効
で
す
。
初
期
消
火
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
、
炎
が
天
井
ま
た
は
自
分
の
身
長
以
上
に
達

す
る
ま
で
が
目
安
で
す
。天
井
に
火
が
燃
え
移
る
前
な
ら
、

十
分
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
姿
勢
を
低
く
し
、
熱

や
煙
か
ら
身
を
守
り
、
炎
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
ノ
ズ
ル
を
火

元
に
向
け
て
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

て
ん
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火
は
、
水
を
か
け
る
と
炎
が
急

激
に
拡
大
し
て
油
が
飛
び
散
り
危
険
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
、す
ぐ
に
使
え
る
場
所
に
消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
な
場
合
や
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

消火は、
 「ゆっくり・慌てず・落ち着いて」

①慌てない
②自分の避難路を確保する
③大声で助けを求める
④119番通報する
⑤消火器を持ってくる
⑥消火する

初期消火の手順

　

就
寝
中
や
何
か
に
集
中
し
て
い
る
時
な
ど

で
も
、
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
が
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
で
す
。

　

す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
と

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
総
務
課
L
2
2
2
‐
0
7
4
1

消防団員による寸劇の様子

も
し
火
事
を
起
こ
し
た
ら
…

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
を
高
額
で
売
り
つ
け
る
悪
質

な
訪
問
販
売
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
防
職
員
や
消
防

団
員
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
は
、
購
入

前
に
消
防
局
予
防
課
ま
た
は
消
防
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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救急車は一刻を争う人のため ～救急車の適正利用にご協力を～
　救急車は、けがや急病などで生命にかかわる症状の人

を医療機関へ緊急に搬送することを目的としています。

平成23年中の救急車の出動件数は15,106件、搬送人員

は13,339人でした。このうち軽症者はおよそ半数でし

た。救急車の出動件数は年々増加しており、緊急性の少

ない症状での出動要請が重なると、一刻を争う重症者の

搬送に遅れが生じることがあります。

　救急車はタクシーではありません。本当に必要な方の

ために救急車の適正利用にご協力をお願いします。

　ただし、次のような場合は、迷わず119番通報をして

ください。

●意識がない

●呼吸が困難、呼吸・脈拍が感じられない

●顔色が悪く冷や汗をかいている

●激しい胸痛、頭痛、腹痛

●やけどの範囲が広い

●大量に出血した

●頭を打ち、意識がおかしい　など

埼玉県救急医療情報センター
　L048ー824ー4199　（24時間対応可）
＊応急処置を含めた診療のできる医療機関（歯科・
口腔外科・精神科・医療相談を除く）を案内します。

　救急車を呼ぶほどではないが、どこの医療機関
で診てもらえばよいか分からないときは……

消防局からのお願い 消防局総務課L222－0741

緊急車両の通行等にご協力を
　急病人を乗せて病院へ向かう救急車、火災の拡大を防ぐため現場に向かう消防車。隊員は、一刻を

争う緊急車両を慎重にそして安全に最大限配慮して運転します。緊急車両の安全・円滑な運行のため、

市民の皆さんのご協力をお願いします。また、事故現場などでの皆さんのご協力をお願いします。

●車を運転中に緊急車両が見えたら、周囲の安全
を確認して停止してください。

●緊急時は2台以上が連なって走行することがあ
ります。1台が通過した後に、もう1台が来るこ
とを予想してください。
●サイレンを鳴らしている救急車がゆっくり走っ
ているのは、重症患者や新生児を搬送している場
合です。追い越すなど、救急車の走行を妨げない
でください。

●火災現場では、り災した家の家族構成や逃げ遅
れた人がいないかの情報を現場の隊員に知らせて
ください。その情報が救
助活動に役立ちます。
●消火栓の上や狭い道路
に駐車車両があると消火
活動に支障をきたしま
す。駐車マナーを守りま
しょう。

119番通報は「落ち着いて、ゆっくり・はっきり・正確に」
　通報は、落ち着いて消防車や救急車を要請する住所、火災やケガ・病人の状況などを詳しく伝えてください。

携帯電話からの119番通報
　最近増えてきた携帯電話
からの119番通報。通報を
するときは、次の点に気を
付けてください。

●自動車などを運転しながら通報はしない。安全な場所に停車してから通報する。
●住所が分からない場合は、目標になる交差点、店舗、公共施設などを伝える。
●電波の状態などにより通話が途中で切れてしまったときは、一般の加入電話ま
たは公衆電話から通報する。
●折り返し、確認の連絡をする場合のため、緊急車両到着までは電源を切らない。

×■自家用車がない■早く診察してもらえる
■入院の日だから
■タクシーだとお金がかかる
■自分で病院を探すのは面倒　など

悪質な救急車の利用例


